
 

 

高等学校課題発見・解決学習推進プロジェクト 
 

１ 事業目的 

 広島版「学びの変革」アクション・プランに基づく新たな教育を創造するため，｢学びの変革｣

パイロットハイスクールを指定し，「課題発見・解決学習」に関するカリキュラム等を研究開発

するとともに，「学びの変革」を推進する中核教員を養成して普及を進めるなど，県立高等学校

における生徒の主体的な学びの促進と教員の資質・能力の向上を図る。 

２ 事業内容 
 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額 

２９，９４８千円（新規） 

【重点事業】（新規） 

生徒の主体的な学びの促進と教員の資質・能力の向上 

「学びの変革」パイロットハイスクール 

活用コアスクール（１８校） 
 

指 

定

校

事
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 未来探究セミナー 

～知識・技能を活用し，周りの人々と協働して新しい価値を生み出せる人材を育成～ 

全校の参加希望生徒を対象に「広島の未来」について考える合同プロジェクト学習（全３回）実施 

 

 
広島県高等学校学力調査の実施（１・２年生対象） 

「学びの変革」に対応するため，現在の高等学校共通学力テストに知識・技能を活用する力を測る 

「活用問題」を新設 

学力分析支援システム（生徒・教員への各種進路情報の提供）の活用 

全 

校 

対 

象 

事 
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・指導・評価方法の改善を目指した，教員による合同

授業研究会 

探究コアスクール（６校） 
 
 

 

 

カリキュラム，指導・評価方法の研究開発 
・学校の研究開発のＰＤＣＡサイクルを確立するための学習評価の在り方研究 

・大学教授等を招聘した学校の研究開発を推進するための合同研修会 

 研究対象 

総合的な学習の時間を核とした授業研究 

横断的・総合的な学びを促進 

研究対象 

各教科の授業研究 

体験的な学び等を促進 

 

・深い思考力を育成するためのガイダンスを行う１年

次早期セミナー，更なる向上を目指す“学び塾” 

・教員による合同授業研究会 

中核教員研修（30名） 

～「学びの変革」を担う指導力を有する教員を養成～ 

○「課題発見・解決学習」に係る授業づくり 

○育成すべき資質・能力に係る評価内容・方法  等 

 


